
ディプロマポリシー（学位授与の方針） 

 

 本学の教育理念、建学の精神、教育目標を実現することを意図して編成されたカリキュラムの内容に

ついて、修了までに以下にあげる到達目標に達するとともに、所定の単位を修得し、かつ必要な研究

指導を受けた上、本学の行う修士論文の審査および最終試験に合格した学生に修士（看護学）

の学位を授与する。 

 

１）「カトリックの愛の精神」に基づく、生命の価値、人間の尊厳について考え、保健医療福祉における

全人的ケアについて探求する姿勢を身につけることができる。 

２）人間の生命と派生する諸問題に関心を持ち、人間の尊厳を尊重した社会のあり方、倫理の本質

について研究の視点で捉え、知識を深め、実践することができる。 

３）看護の知識と研究する態度に基づいた医療・保健・福祉現場での看護実践を追求することができ

る。 

４）知識の探求力、他職種との協働力、現場環境への対応力を身につけ、現場の質向上に貢献で

きる高度実践看護師をめざすことができる。 

５）ロイ看護モデルを含めた看護理論の開発･発展の過程を学び、看護実践への理論の活用につい

て探求することができる。 

６）看護理論を看護実践において活用し、理論の有益性を検討･検証できる力を身につけることがで

きる。 

７）看護の知識を実践･教育･研究のそれぞれにおいて、国際性･学際性をもって吟味し探求すること

ができる。 

８）高度専門職業人として、看護の実践、教育、研究の分野で国際的、学際的な探求を行い、看



護学の知識基盤の検証と発展に寄与することができる。 

 


